
ヤ
ス
hm
ケ
ナ
リ
ノ
リ
安
武
就
仙

泊
抑
制
泡
品
川
。

交
を
庄
太
夫
と
い
う
た
。
組
外
に
列
L
、入
入
扶
持
・

十
五
山
山
を
交
け
、
後
定
祢
御
山
内
勉
に
仰
じ
、
位
保
=
一

年
料
紙
務
行
に
任
じ
、
川
和
六
年
十
周
七
4
h
r
A
践
を

以
て
問
問
。
子
孫
滞
に

mm関
す
る
。

ヤ
ス
ダ
ジ
エ
ン
セ
イ
安
田
順
成
沼
冊
刷
版
成
、

字
は
元
殿
、
竹
椛
は
そ
の
殿
、

χ
呑
m
m
h
士
と
い
う

た
。
父
元
川
は
地
政
巾
凶
応
部
自
主
Y
M
帆よ
b
七
胎
に
移

っ
て
留
を
識
と

L
、
文
化
五
年
附
成
を
取
げ
た
。
航

成
四
放
に
し
て
交
を
山
町
ひ
、
後
一
反
仰
に
赴
き
て
箇
を

小
森
桃
胞
に

mぴ
、
文
部
を
際
森
野
山
に
祝
ひ
、
郎

郷
の
後
再
び
上
格
L
て
小
石
能
川

・
新
宮
町
胞
の
術

を
受
け
、
刀+古
の
M
W
子
却
を
結
き
、
刊
を
駁
む
こ
と

数
瓜
絵
、
そ
の
山
慨
す
る
加
を
者
向
文
仰
と
名
づ
け

た
。
明
治
四
年
正
月
四
日
六
十
五
肢
を
以
て
授
。

ヤ
ス
ダ
タ
ダ
h
y
ラ

安

田

忠
倉
組
制
桝
仙
次
郎
。

保
右
衛
門
の
凶
子
。
文
政
四
年
組
外
と
し
て
二
十
人

扶
持
を
受
け
、
十
二
年
新
知
百
二
十
石
に
上
。
、
天

保
四
年
残
し
た。

ヤ
ス
ダ
ノ
カ
ン
コ
ロ
シ
安
困
の
荷
殺

石
川
初

安
闘
の
鏑
木
家
に
Mm
旅
す
る
小
児
抗
日
川
の
拙
却
で
、
天

正
巾
永
相
師
法
附
が
七
而
話
磁
の
鎚
告
に
よ
っ
て
創
製

し
た
も
の
と
い
ふ
。

ヤ
ス
ダ
ノ
7
モ
ト
安
田
布
窓
辺
都
吉
次
郎
・新

兵
衛
。
文
化
四
年
父
六
平
の
也
知
百
石
を
嬰
ぎ
、
外

ヤ
ス

ヤ
ス
ハ
ラ
サ
ン
エ
モ
ン
安
原
三
右
衛

門

前

は

泌
点
、
又
約
定
に
も
作
る
。
石
川
郡
下
安
原
の
入
。

三
拙
統
の
釘
訟
を
慨
深
剛
山
左
衛
門
有
出
掛
に
尽
び
、
自

ら
陪
村
を
測
ハ
叫
L
、
砂
丘
を
拓
き
土
粧
を
築
き
、
以

て
河
水
排
出
の
工
邸
を
成
L
、
全
資
産
を
之
民
投
じ

た
が
詮
に
功
を
葵
し
な
か
っ
た
と
い
ふ
。
文
政
頃
の

-L
?ヲ。

ヤ
ス
ダ
ウ
ヂ
安
田
氏

魚
早
分
脈
に
、
林
六
郎

光
明
の
三
男
安
川
三
郎
悦
光
が
あ
る
。
石
川
部
上
安

問
宕
し
く
は
北
山
品
川
を
制
L
た
の
で
あ
ら
う
。
経
常

利
U

三
州
芯
放
縦
考
に
、
安
川
仰
の
こ
と
を
叙
し
て
、

悦
光
の
子
に
林
弘
ご
郎
家
靭
が
あ
る
如
く
記
し
た
の

は
設
で
、
家
羽
は
惟
光
の
M
h
林
次
郎
光
茂
の
子
で
あ

る。

ヤ
示
ダ
リ
エ
モ
ン
安
国
連
右
衛
門

前
回
利
家

に
仕
へ
て
二
口
依
を
領
し
た
。
子
孫
滞
に
川
却
す
る
。

ヤ

ス

ノ

プ

安

信

越
後
の
刀
工
山
村
正
信
の
子

で
、
初
は
ま
た
正
伐
と
い
う
た
。
後
加
引
に
移
。
、

野
々
市
一
に
住
L
、
『り
白
山
水
似
之
』

と
銘
じ
た
作
品

が
あ
る
。
郎
永
四
年
夜
、
平
年
四
十
=
一
。

ヤ
ス
ハ
ラ
ガ
ハ
安
原
川

石
川
州
問
川
の
支
統

で
、
糾
合
門
も
と
赤
土
・忽
森
U

で
本
摘
に
注
ぐ
。

ヤ
ス
ダ
ハ
チ
マ
ン
グ
ウ
安
田
八
幡
宮

石
川
郡

胎
安
川
に
在
っ
て
、
永
山
叫
巾
か
ら
白
山
振
の
山
伏
金

Mm
院
が
判
中
仕
し
た
。
今
は
存
せ
ぬ
。

ヤ
ス
ダ
へ
イ
エ
モ
ン
安
田
平
右
衛
門

能
加
増

共
に
宵
八
十
石
を
受
け
、
延
践
活
年
授
。
子
孫
世
ん
へ

滞
に
仕
へ
る
。

ヤ
ス
ダ
ホ
安
田
保

石

川

郡
に
在
っ
た
。
親
元

日
犯
別
級
に
、
『
宇
佐
渓
越
巾
守
同
日
hm
明日叩十円
・八・加

州
安
川
保
内
山
地
六
段
郡
-
z
h
k

』
と
見
え
る
。
後
桃

山
口
川
郷
門
に
北
安
田
・上
安
凶
が
あ
る
。

ヤ
ス
ダ
ヤ
ス
エ
モ
ン
保
田
保
右
衛
門

初
名
市

郎
右
衛
門
。
木
多
安
閉
山
守
に
仕
へ
て
七
十
一
合
を
受
け

た
が
、
天
川
四
年
三
月
新
知
百
石
組
外
加
に
召
出
さ

れ
、
御
府
方
御
用
を
勤
め
、
平
和
元
年
間
日
L
た
。
そ

の
附
州
統
は
、
=
一
代
泌
次
之
助
文
政
巾
附
持
し
て
断
総

L
た
。
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ヤ
ス
ヒ
ロ
シ
ョ
ウ

安
弘
底

的
臼
間
銀
建
治
二

年
七
且
に
加
賀
凶
安
弘
貯
が
見
え
る
。
安
弘
庄
の
所

在
は
明
ら
か
で
な
い
。

λ

。ヤ
ス
ハ
ラ
ハ
ヤ
ト
安
原
隼
人

政
千
石
、
殴
長

十
九
年
十
周
大
坂
の
役
に
先
抵
の
銃
純
で
あ
っ
た
。

知
人
の
名
は
前

m綱
紀
入
凶
の
比
ま
で
見
え
る
が
、

そ
の
後
は
静
か
で
な
い
。

ヤ
ス
ヒ
コ
ザ
マ
ノ
ス
ケ
安
彦
左
馬
助
初
め
丹

羽
長
重
の
臣
で
、
左
太
夫
と
務
L
、
医
長
五
年
浅
井

畷
の
合
械
に
は
丹
羽
方
合
槍
の
一
人
で
あ
っ
た
。
同

年
長
置
の
殴
易
ぜ
ら
れ
た
後
、
左
応
助
も
浪
人
と
な

り
、
出
選
の
焔
尾
山
城
守
に
仕
へ

、
次
い
で
十
一
年

前

m利
長
に
仕
へ
て
千
百
を
協
は
り
、
十
丸
年
大
坂

の
役
に
第
紅
隊
の
銃
終
と
な
っ
た
o
I
h
の
子
左
府
の

時
、
寛
永
十
三
年
伯
父
某
が
路
須
賀
阿
彼
守
の
家
老

成
樹
主
計
と
口
論
し
た
る
を
以
て
、
之
が
加
勢
の
お

に
称
を
抽
出
て
、
嬰
を
安
見
隠
岐
の
家
に
返
し
、
室
内

の
思
表
を
改
め
、
香
具
足
を
前
ベ
説
て
L

退
去
し

た
o

H
ハ
の
弟
五
郎
兵
衛
・兵
部
・入
助
は
皆
小
h
k

将
に

召
出
さ
れ
て
時
た
が
、
=
一
人
共
左
出
向
山
に
先
立
っ
て

夜
し
た
。

ヤ
ス
ヒ
ラ
泰
平

加
賀
の
万
工
。
初
代
泰
平
は

二
代
勝
例
議
三
郎
の
二
男
で
、
勝
凶
の
弟
伊
館
大
録

勝
家
の
後
を
受
け
た
も
の
。
辺
都
松
戸
七
郎
。
初
め

二
代
勝
家
と
い
ひ
、
四
十
訟
の
頃
務
平
と
改
銘
し
た
。

加
州
佐
橋
滋
年

・
陀
総
尼
務
平
又
は
務
m
T
と
切
る
。

貸出口
十
二
年
四
且
四
日
夜
、船
入
十
二
。
二
代
務
平
、

亦
松
戸
七
郎
と
い
ひ
、
天
明
五
年
加
到
滞
の
御
細
工

者
と
な
り
、
文
化
五
年
七
且
九
日
六
十
一
本
訟
を
以
て

夜
し
た
。

加
州
金
府
佐
師
刑
務
平

・
務
平
又
は
北
部
附
鍛

工
陀
総
尼
橋
都
世
M
T
作
究
政
十
年
二
且
枇
日
な
ど
L
A

切

喝。。

ヤ
ス
マ
チ
安
町

臥
京
榔
石
休
場
の
内
の
小
字
。

ヤ
ス
マ
チ
ガ
ハ

安
町
川

臥
京
加
に
在
る
。
貸

院
の
誌
上
に
、
水
源
を
宅
問
・
山
岸
・彰
平
・日制地
・石

休
場
・巾
陪
・久
手
川
七
よ
村
の
入
合
地
に
渡
し
て
、

石
休
場
領
で
輪
島
大
川
に
自
ぐ
も
の
で
、
統
枝
一
製

品
十
目
前
と
あ
る
。
し
か
れ
ば
柳
川
川
の
こ
と
で
、
そ
の

務
合
が
石
休
場
の
小
字
安
町
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
名

を
得
た
も
の
で
あ
る
。

ヤ
ス
ミ
カ
ツ
ユ
キ

安
見
勝
之

辺
都
右
近

・
限

岐
。
初
め
以
円
同
氏
に
仕
へ
た
が
、
後
前
川
利
長
の
位

と
な
っ
て
勝
六
千
石
を
庄
工
け
、路
長
引
年
致
仕
し
た
。

子
隠
岐
元
勝
は
そ
の
子

(出向
士
系
的
ま
た
隠
岐
に
作

る
。
)
と
北
ハ
に
配
統
せ
ら
れ
、
孫
奥
左
衛
門
新
知
三
一白

石
を
得
て
、
後
系
…
掃
に
間
閉
山
す
る
。

ヤ
ス
ミ
マ
ザ
ヒ
デ

安
見
政
英

週
明
桝
方
六
。
も

と
小
田
則
氏
。
徹
二
百
石
を
支
け
、
応
姐
制
に
班
L
、

鈴
叙
の
秘
を
依
め
、
衆
れ
て
俳
句
に
長
じ
た
。

年
間

十
四
で
附
川
狩
療
の
子
延
之
助
の
仰
と
な
り
、山
一ハ
イ

に
し
て
刈
創
刊
制
円
に
任
じ
、安
政
元
年
七
十
政
で
別
問
。

ヤ
ス
ミ
モ
ト
カ
ツ

安
見
元
勝

辺
都
右
近

・
隠

岐
。
父
は
限
岐
勝
之
。
元
肪
阿
国
民
泊
年
父
の
致
仕
後

門
家
政
六
千
討
を
怨
ぎ
、
大
坂
の
役
に
従
ひ
、
迭
に
一

成
四
千
石
(
内
四
千
石
刷
出
方
知
)
に
詰
っ
た
が
、
お
永

十
三
年
非
を
泌
て
能
常
応
の
向
川
に
諭
せ
ら
れ
、
=一

十
人
扶
持
を
脳
は
h

リ
、
数
年
に
し
て
そ
の
地
に
波
し

た
。
元
勝
利
放
を
能
く
し
、
♂
に
巧
み
に
、
最
も
銃

術
に
精
し
か
っ
た
。安

吉

石
川
山
山
口
郷
に
m
叫
す
る
部

司、』、''-J 

ヤ
ス

ヨ
シ
イ
へ
ナ
ガ

安
吉
宗
長

J
オ
ホ
タ
ポ

イ
へ
ナ
ガ
大
開
出
家
長
。

ヤ
ス
ヨ
シ
ジ
ヨ
ウ
安
吉
妓

石
川
泌
安
吉
に
在

っ
た
。
賓
永
誌
に
、
ζ
の
村
の
領
に
城
跡
が
お
り
、

ヤ
ス
ヨ
シ

軒
。

一


